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V329a CTA-LST初号基とMAGICによるTeVガンマ線同時観測のための解析手法の
開発
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宇宙TeVガンマ線の観測は複数の地上大気チェレンコフ望遠鏡による同時観測を行うことで、単眼観測よりも
高感度で実現できる。Cherenkov Telescope Array (CTA)は次世代のTeVガンマ線天文台として期待されており、
最初の望遠鏡として大口径望遠鏡の初号基 LST-1をスペイン・ラパルマに建設し運用を行なっている。LST-1は
従来望遠鏡 MAGICと同じサイトに存在するため、両望遠鏡による同時観測が可能である。我々はこの点に着目
し、LST-1とMAGICによる同時観測のためのモンテカルロシミュレーションや解析パイプラインを開発した。
本講演では同時観測手法、シミュレーションやかに星雲の観測データを用いた性能評価について報告する。


